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【方法】2005年 4月から 2015年 3月までに京都大学医学部附属病院 肝胆膵・移植
外科で肝細胞癌に対し初回肝切除を施行した 465例を対象とした。術前単純 CTに












31%、NO群が 36%、SN群が 48%、SO群が 42%と 4群間に有意差を認めなかった（P＝
0.218）が、重篤な合併症（Clavien-Dindo分類Ⅲ以上）においては、NN群が 17%、
NO群が 20%、SN群が 39%、SO群が 32%と 4群間で有意差を認めた（P＝0.016）。３）
各群における 1,3年生存率は NN群 91%、78%、NO群 91%、73%、SN群 77%、63%、SO
群 84%、46%、1,3年無再発生存率は、NN群 64%、38%、NO群 65%、38%、SN群 53%、
32%、SO群 34%、19%と、SO群は NN群に比べ、有意に生存率・無再発生存率共に低
値であった（P＝0.002, P＝0.003）。 
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